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慶應義塾大学ビジネス・スクールfi

本ケースは慶應義塾大学ビジネス・スクールが出版するものであり、ケースの複製等についての問い合わせ先は慶應
義塾大学ビジネス・スクールfi fl〒２２３－８５２３神奈川県横浜市港北区日吉本町２丁目１番１号、電話０４５－５６
４－２４４４、fi�������������� 。また、ケースの注文は �������������������������������。慶應
義塾大学ビジネス・スクールの許可を得ずに、本ケースのいかなる部分の複製、検索システムへの取り込み、スプレッ
ドシートでの利用、またはいかなる方法（電子的、機械的、写真複写、録音・録画、その他種類を問わない）による伝
送は、これを禁ずる。fi
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グッドジョブサービス株式会社（グッドジョブ社）富士見営業所の成田課長は帰宅途中の��

電車内で、これからの行動、方向性について思いを巡らせていた。ここ１年の間に営業所内
の社員の辞職が相次いでいたが、最近、新たに辞職者が出てしまった。この事実をいつ、ど
う部下たちに伝えればいいだろうか。自分達の営業所に退職者が多いのは、何か問題がある
のだろうか。それは自分 �人で解決できる問題なのか、全社の問題だとしたら何をどうやっ
てどこに相談するのか…。考えれば考えるほどよくわからなくなってきていた。成田は窓の���

外を放心しながら眺めていた。fi
fi
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グッドジョブサービス株式会社 
グッドジョブサービス株式会社は、学生が自分達のアルバイトの情報を交換する目的で、���

企業のアルバイト求人情報を収集し、それを機関紙にまとめて発行したことがそもそもの始
まりである。最初はガリ版刷りの同人誌的なものであったが、その後、アルバイト情報誌「�� 」
として書店で販売を始めるとともに企業化し、発行部数の増大とともに企業として成長して
いった。�fi

企業がグッドジョブ社に対して支払う広告料、そして雑誌購読者が支払う雑誌代金の二つ���

が主なグッドジョブ社の収入源であった。アルバイト情報誌の刊行はグッドジョブ社が先駆
者であった。創刊からグッドジョブ社が地道な営業努力を続けたそれが広く世間に認知され
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�fi本ケースは、小林もとこ（��� 学生� と高田朝子（高千穂大学経営学部助教授）が髙木晴夫fl慶應義塾大学大学院教授�
の指導の下、クラス討議の資料とするために作成した。本ケースに記述された企業および個人の意思決定や行動は、経営
管理上の適否を例示することを目的としたものではない。fi
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